
＜㈲真木工業＞
【 ドローン農薬散布代行サービス 】

【価格】
￥１，６５０/１０ａ（税込み）

● 事前に圃場の地図を最新のデジタルデータでご提供
● 操縦者、補助者、誘導者によるチームを最大５チーム派遣、効率的な散布が可能
● 散布時の立ち会い、面倒な申請手続きや報告業務まで全て請け負い

【製品説明】

積載量 １６L

飛行時間 １５分

散布可能面積 ２０ｈａ／ｈ

サイズ（長さ×幅×高さ） 2509×2213×732 mm

重量 ２９．５kg（バッテリー含む）

最大離陸重量 ４５．５kg

【利用分野】
農薬
散布

肥料
散布 播種 受粉 農産物

運搬
ほ場セン
シング

鳥獣害
対策 ㈲真木工業 Sky Walkers事業部

076-461-5939
jma.d.s.toyama@gmail.com
https://skywalkers.biz/

☞連絡先

【実施事例】 【事例説明】
● 富山県内を中心に県内JA様、農業

法人様よりドローン散布を受託してお
り、令和４年度は約１，０００ha
の散布実績

● 水稲を中心に大豆、ハトムギ等への
散布実績

● 農薬を事前受け取りにより散布時の
立ち会い不要な事から、生産者様の
省力化を実現

● 最新の地図データ管理により通年管
理の実現

● 適時適量散布により生産性の工場の
実現

mailto:jma.d.s.toyama@gmail.com


【対象営農類型】

【価格】
要問合せ

【製品説明】

【これまでの実績、利用者の声】

【実施事例】 【事例説明】

水稲 畑作 露地
野菜

施設
野菜 果樹 茶

（株）ナイルワークス
●TEL:03-5577-3071
●E-mail:info@nileworks.co.jp
●お問合せフォーム：
https://www.nileworks.co.jp/contact/

☞連絡先

●近接センシング・AIによる作物フェノタイピングを栽培に活用。
●圃場や作物の生育状況を分析・シミュレーションし、栽培体系の確立を加速。
●分析結果は、栽培支援プラットフォーム「NileBank」に集約。

●直播水稲の苗立ち分析や、野菜・果樹等の病気の兆候を検出。

＜㈱ナイルワークス＞
【 アグリ・アシストサービス/NileBank 】

近接センシングとAIによる作物フェノタイピング
分析結果は、「NileBank」に集約可能

【生育分析】直播水稲の苗立ち分析

【病害検出】ブドウの病気の兆候を検出

●ナイルワークス独自の作物フェノタイピング技術
を直播水稲栽培に活用。

●独自の近接センシング・AIにより、
播種・苗を検出し、苗立ち率を分析・改善。

●生育ステージ合わせた茎数・穂数等の分析により、
栽培体系の確立を加速。

●マルチスペクトルカメラによる画像も活用することで、
肉眼では捉えきれない病害の早期検出を実現。

▼参考プレスリリース▼
ナイルワークス、農作物の収量品質の安定化へ前進
ー 「未来を拓くイノベーションTOKYOプロジェクト」成果発表 ー
https://www.nileworks.co.jp/news/press/20230804-43.html

プロジェクトで開発してきた「生育調査システム」の
基本技術・ノウハウを活用し、サービス提供！

マルチスペクトルカメラ撮影で、画像から灰色かび病の兆しを検出

穀物・野菜・果樹、ご要望に応じたセンシングや
フェノタイピング技術開発に対応

播種や苗立ちを画像認識・定量化し、苗立ち率を分析・改善

画像認識で種籾を検出・カウント

画像認識で苗立ちを検出・カウント

苗立ち率分布を算出

https://www.nileworks.co.jp/news/press/20230804-43.html


【対象営農類型】

【製品説明】

【これまでの実績、利用者の声】

【実施事例】 【事例説明】

＜㈱ナイルワークス＞
【 ブリッジブースト 】

https://www.bridgeboost.jp

●農薬散布を「依頼する人」と「受託する人」をつなぐマッチングサービス。
●オンライン上で、マッチング、農作業の依頼・受託、スケジュール管理、作業管理、決済まで。
●依頼者は安心して防除を依頼でき、受託者は業務拡大のチャンス。

●人材不足などにより、「農作業をやりたくてもできない」という声から誕生したサービス！

水稲 畑作 露地
野菜

施設
野菜 果樹 茶

【価格】
会員登録は無料
依頼者は、農薬散布の報酬額の支払いが発生します。
受託者は、農薬散布の報酬額からブリッジブースト手数料が
ひかれ、報酬額を受領します。

（株）ナイルワークス
●TEL:03-5577-3071
●E-mail:support@bridgeboost.jp
●お問合せフォーム（サービスサイト内より）：
https://www.bridgeboost.jp

☞連絡先

農薬散布を任せる相手が、
見つかる！
省力化 / コスト削減 /安心の品質

自身のドローンを活用し、
業務を拡大！
収入アップ / 効率化 / 適切な報酬

オンライン説明を実施中！

● 2023年４月に誕生したサービス。
●担い手不足の課題を解決し、
農作業の外部委託へのニーズの期待に
応える仕組み。

●条件に応じた「自動マッチング」、
作業効率性やエリア特性を考慮した
「推奨価格の提案」により、
適切なマッチングを実現。

●相手とはチャットでやりとりができ、
地図ベースで作業管理ができる等、
便利な機能を提供。

サービスの特徴をご紹介しているので、
開催概要は「ブリッジブースト」サービスサイトで

ご確認ください。
https://www.bridgeboost.jp

https://www.bridgeboost.jp/
https://www.bridgeboost.jp/


＜ドローン・ジャパン㈱＞
【 DJアグリサービス 】

【価格】
基本解析：￥22,000～/年
詳細解析：基本解析＋￥22.000～/年（詳細 要問合せ）

● 事業実績９年の知見とデータ収集による解析
● 各植生解析とともに汎用空撮用ドローン（RGBカメラ）による各種解析

（ex:株数カウント・葉面積率・雑草と本作物識別解析など）

【製品説明】

【利用分野】

農薬散布 肥料散布 播種 受粉 農産物
運搬

ほ場セ
ンシン
グ

鳥獣害
対策 ドローン・ジャパン株式会社

詳細：https://www.drone-j.com/agriculture
問合せ：https://www.secure-
cloud.jp/sf/business/1537255904BxsNhEiE

☞連絡先

【実施事例】
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ル

出穂期
フライトデータより
窒素量推定。

窒素欠乏面積が
51%⇒

翌年出穂期

フライトデータよ
り窒素量推定。

窒素欠乏面積が
0% ⇒良好

収
量
が
４
１
４
ｋ
ｇ/

１
０
ア
ー
ル

【改善アクション】
・冬の土壌改良資材

・春のぼかし肥、珪酸資材を投入
・自家製発酵肥料を田植時、分げつ期に計2回施肥

生育状況把握

サ
ー
ビ
ス
内
容

ドローンでセンシングし、圃場の生育調
査・管理情報、営農指導支援情報、
収穫判断支援等の各種データを提供。
またローバードローンとの作業連動させ
るセンシング解析サービス。
（日経産業記事：
https://onl.bz/QtTQhFg ）

● 農研機構との共同研究による地力解析実績
● ローバーや直播/追肥散布ドローン連携
● 有機栽培・減農薬/化学肥料栽培支援

機
械
不
良
に
よ
る

播
種
漏
れ
を
発
見

【改善アクション】
・麦播種機の修理

・機械メンテナンスの習慣化

播
種
漏
れ
が

無
い
圃
場
に
改
善

令和3＆4年三重県津市つじ農園にて実証
https://tarafuku.org/2023/13968/

https://onl.bz/QtTQhFg


＜ドローン・ジャパン㈱＞
【ドローンリモセン連動散布サービス】

【価格】
￥3,850円～/10a（リモセン＆散布サービス）

●ドローンで空撮した情報より、圃場マップを作成します。
●リモートセンシングによる解析データを元に、ドローンを使った散布作業をおこないます。
●適切な管理手法を提案します。

【製品説明】

【利用分野】

ドローン・ジャパン株式会社
詳細：https://www.drone-j.com/agriculture
問合せ：https://www.secure-
cloud.jp/sf/business/1537255904BxsNhEiE

☞連絡先

【実施事例】 【事例説明】
リモートセンシングと追肥の連動 ● 【リモートセンシングと追肥の連動】

水稲の穂揃い期にリモートセンシングを行い、生育不足の
圃場にドローン追肥を行いました（RS散布連動）。増
収目標5％に対して、令和3年度の「ほしじるし」では
2.4％の増収効果がありましたが、令和4年度の「つきあか
り」では5.8％の増収効果が得られました。また、小麦の
「あやひかり」では幼穂形成期のリモートセンシングに基づ
いた追肥判断により、4.5％の増収が実現しました。この
方法では一般的なRGBカメラで解析されるVARIを利用
しました。（高価なマルチスペクトルカメラは不要）迅速な
解析結果の提供も可能であり、有用な手法として他の作
物にも適用を広げることを目指しています。

● 【カメムシ被害の低減】
水稲の出穂期にリモートセンシングを行い、各圃場毎のカ
メムシの発生時期を予測しました。各圃場毎の防除計画
を綿密に立て、効率的にカメムシの広域防除を行うことが
できました。その結果、着色米の割合は、実証区では令
和３年度が0.8%、令和４年度が１．６%と地域平
均の1/3以下に低減されました。

農薬散布 肥料散布 播種 受粉 農産物
運搬

ほ場セ
ンシン
グ

鳥獣害
対策

カメムシ被害の低減

VARI値の算出
撮影 解析 散布

令和3＆4年三重県津市つじ農園にて実証
https://tarafuku.org/2023/13968/



＜ドローン・ジャパン㈱＞
【ドローンシェアリングシステムの構築支援サービス】

【価格】
￥ 個別見積り

● ドローンの共有活動する仕組みの構築支援
● 圃場マップ作成：生産者の圃場位置や栽培情報をクラウドアプリ（JDSS）で管理
● 情報共有：クラウドアプリ（JDSS）でオペレーターと生産者が情報を管理・共有
● スムーズなデータ連携：クラウドに蓄積された作業データを利用し、労賃精算やドローン作業効率の分析を行い、多段利用可能

【サービス説明】 詳細：https://tarafuku.org/2023/13968/

【利用分野】

ドローン・ジャパン株式会社
詳細： https://www.drone-j.com/dj-agricultural-service/
問合せ：https://www.secure-
cloud.jp/sf/business/1537255904BxsNhEiE

☞連絡先

【実施事例】 【事例説明】

ドローン導入・運用コスト

● 【実証規模】
水稲作を対象に生産者4名、オペレーター5名で405筆
91haを実証後、令和4年度は小麦も含む生産者・オペ
レーター10名、対象圃場551筆123haに拡大し、ドロー
ン散布367筆95haとリモートセンシング118回1,977ha
を実施した。

● 【生育予測に基づく作業スケジュール】
栽培品種と移植日から生育予測を行い、リモートセンシン
グと散布のスケジュールを調整。コシヒカリが多く、7月下旬
～8月中旬に防除ピーク。中小規模生産者グループでは
作業時期の分散が課題となった。

● 【ドローン導入・運用コスト】
生産者10名がドローンシェアリングに参加した場合の導

入コストと運用コストを個人購入と比較し、70％の導入コ
スト削減と46％の散布用、36％のリモートセンシング用の
運用コスト削減を実現しました。また、10a当たりのサービ
ス単価は、散布3,500円/10a、RS1,200円/10aと試
算され、提供面積の拡大に伴って単価を下げることができ
ました。

● 【カメムシ被害の低減】
ドローンシェアリンググループでカメムシの広域防除を実施。
出穂期の予測とスケジュール立案により計画通りに散布。
着色米の割合は令和3年度0.8%、令和4年度1.6%
で地域平均の１/３以下に低減。シェアリンググループによ
る即時のドローン防除で被害を抑え、生産者の防除意識
を高めました。

農薬散布 肥料散布 播種 受粉 農産物
運搬

ほ場セ
ンシン
グ

鳥獣害
対策

カメムシ被害の低減

リモートセンシングと追肥の連動

クラウド
アプリ（JDSS）

令和3＆4年 三重県津市つじ農園にて実証
https://tarafuku.org/2023/13968/
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